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地域と共に〜多摩市消防団〜
i防災安全課☎(338)6802

消防団員募集中！

　消防団員は普段、仕事・学業などをしながら、火災などの災害現場だけでなく、
地域の防災訓練や夏祭りなどのさまざまな場面でも活動する、地域密着型の非常
勤特別職の地方公務員です。
　入団希望の方はもちろん、消防団に興味がある方などは、お気軽
にお問い合わせください。
t18歳～55歳未満の市内在住・在勤・在学者(男女不問)
待遇公務災害補償、制服・活動服など貸与、出場報酬、退職報償金など、表彰
制度、学生消防団員活動認証制度、資格取得支援制度(防災士・小型移動式クレ
ーン運転技能講習・玉掛け技能講習・準中型自動車免許)

多摩市50周年物語　多摩市消防団　吉
よしぬま

沼叔
よしたか

孝物語

　消防団というコミュ
ニティについて、熱い
思いで話しています！
　この動画は、令和3
年11月に市制施行50周
年記念事業
で作成され
た動画です。

－消防団を知ったきっかけ、
入団するに至った経緯は何
ですか？
高野さん「幼少期から父が消防
団の一員として活動している姿
を見ていたため、とても身近な
存在でした。団員の方が消防活
動や地域活動に貢献している姿
を見て私もその一員になりたい
と思い入団しました」

－消防団ではどのような活
動をしていますか？
高野さん「火災や警報級の自然
災害が発生した際に出動し、活
動にあたります。その備えとし
て、定期的な訓練やポンプ車な
どの手入れを行っています。ま
た、出初式やポンプ操法大会に
も参加しています」

－消防団に入ってご自身に
何か変化はありましたか？
高野さん「日々の防災意識は入

団前より高まったと思います。
また、有事の際に地域住民のた
めに行動しなければという責任
感が増しました」

－消防活動のやりがい・魅
力を教えてください
高野さん「所属している第9分
団の方だけでなく、管轄地域に
お住まいの方や他の分団に所属
されている団員の方など、消防
団に入らなければつながらなか
った方々と交流することができ
ることです」

－入団を考えている方たち
へメッセージを！
高野さん「消防団活動は、大変
な場面もありますが、それ以上
にとてもやりがいを感じます。
団員全員がワンチームで消防活
動だけでなく、さまざまな場面
で助け合っています。必ず入団
して良かったと思えるので、ぜ
ひ入団していただいて一緒に活

動してみませんか！」

－仕事との両立、家庭との
両立はできていますか？
杉田さん「勤務先の理解が深く、
仕事の都合がつくときは日中の
火災出場にも快く送り出してく
れます。
土・日曜日の活動もそれほど多
くないですし、午前中のみの活
動もあり、プライベートや家庭
も両立できます」

－消防活動のやりがい・魅
力を教えてください
杉田さん「陸上競技場で開催さ
れたポンプ操法大会に選手の一
員として訓練に励み、優勝した
ことです。日々の訓練が地域や
家族を守ることにつながり、こ
のような結果をチームとして成
し遂げたことをとても誇らしく
思います」

－入団を考えている方たち
へメッセージを！
杉田さん「消防団には私より若
い方から、父と同世代までさま
ざまな年代の方々が在籍し、お
互い協力しながら楽しく活動し
ています。地域を大切に思う仲
間とともに活動する時間は私に
とってはかけがえのない貴重な
時間で、これが地域の力なのだ
と感じます。入団前は活動内容
や団の雰囲気など分からないこ
とも多く、不安になると思いま
すが、まずは一歩踏み出して、
消防団の仲間に飛び込んでみて
はいかがでしょうか！」　

入団3年目　30歳
（第９分団団員）

高野優希さん
入団7年目　34歳
（第９分団班長）

杉田晃一さん

消防団員へインタビューしました！
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中村教授▶

　市は、中央大学中村ゼミと連携協定を結び、多世代（特に若年層）の地域参画を促進するための共同研究を行ってい
ます。共同研究では、ゼミの専門知識や学生目線を活

い

かし、多世代がゆるやかにつながり合う場づくりを進めていま
す。今回は、ゼミの学生が学生目線で共同研究の内容を紹介します。

　地域のことを自分のことと考え参加するためには、まず「自分を知ること」が必要ではないか？
　そして気付いた自らの「好きなこと」「やりたいこと」の実現のために地域を活用してもらえないか？
と考え、「『楽しい』を地域で実現」をコンセプトとしたエリアミーティングを実施しています。

職業興味検査ツール「VRTカード」を使
って、自分が興味のあることを再認識で
きるワークを実践

自分のやりたいことを地域で実現できる
プロジェクトを１人１つ考案

プロジェクトを５つにまとめ、具体的な
実施方法などをグループワークで検討

－自治会や自治体という言葉は知っていたけれど、誰
がどのように地域のことを考えて、決めて、行動して
いるのか分からなかった－
　周りの学生に自治について聞くと、「分からない」
「難しい」と返ってきました。生活に身近な言葉のはず
なのに、意識したことがありませんでした。
　多摩市には、私たちゼミ生が物心つくようになった
ころに制定された「自治基本条例」があります。その前
文には「市民が、市民の手で、市民の責任で主体的に
まちづくりにかかわることが大切」「誰もがまちづくり
に参画することによって、私たちのまちの自治を推進
し、それぞれの持つ個性や能力がまちづくりに発揮さ
れる地域社会の実現をめざす」とあります。
　私たちは、条例にある“市民主体”や“誰もが参画す
る”まちづくりの重要性に共感し、多摩市がめざす地
域社会の実現に向けて、私たち自身も地域に関わる一
員として皆さんとともに挑
戦しています。

自治って難しい？
　私たち中村ゼミは、ゼミの研究テーマである空間経
済分析の観点から、地域資源の発掘と配置による地域
自治の形成につ
いて市と一緒に
検討しています。

こんにちは！中村ゼミです！

自分を知るLearn やりたいを引き出すPlan 実現に向けて動き出すDo

学生コメント
私たち自身がVRTカードを使ったワークを事
前に試してみることで、参加者がどう感じる
のか、どんな説明の仕方が良いのかを考えま
した。改めて自分を知れたことで、エリアミ
ーティングに取り組む姿勢も変わりました！

学生コメント
地域をプロジェクトの実現フィールドとし
て活用してもらうため、参加者に、私たち
が考えた多摩市クイズをやってもらいまし
た。会場も盛り上がり、２１のプロジェクト
が提案されて嬉しかったです！

学生コメント
各グループにファシリテーターとして参加
しました。話し合いを盛り上げながら進め
ていくことに苦労しましたが、参加者から
出されたアイデアをまとめていく楽しさも
感じました！

エリア
ミーティングの中で

生まれたプロジェクトは、
少しずつできることから

始まっています！

　取り組みの1つとして、まずは地域の方にアンケー
トを取ってみました。その結果から、地域活動の必要
性は感じていても、きっかけがない限り、地域活動へ
のアプローチはなかなか容易でないことが分かりまし
た。
　私たちは、このようなズレをなくすため、地域に参
画する層を増やす取り組みの仮説検証として、東寺方
小学区を対象としたエリアミーティングに取り組んで
います。

どんな取り組みをしているの？
学生の柔らかな

アイデアには驚かされます。
世代間の交流が進むよう
一丸となって皆さんを
サポートしていきます！

◀４年生ゼミ長
　の下田さん

▲3年生ゼミ長の山本さん

i企画課☎（３３８）６８１３、v（３３７）７６５８

知らない自分と
出会えるかも

ワクワク！
夢が広がる！

次回のエリア
 ミーティングは、
 秋ごろ開催予定！

これまでの取り組みは
こちら

エリアミーティングっ
て

何をしているの？

自分の
「やりたい」
を地域で叶

かな

えよう
「やりたい」の実現に
向けて一緒に取り組み

ませんか？

私はこれ
やってみたい！

地域の方と接していく中で、
東寺方の風景に愛着を感じる

ようになりました！

さまざまな

関わり方ができて、

勉強になりました！

就職活動にも

活
い

かせそう！

▲ミニプロジェクト「幸せの多摩拾い」の様子




